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世
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写真でみる　紫式部の有職装束図鑑

Q
&
A
　
教
え
て
！
仙
石
先
生

紫
式
部
の
時
代
の
有
職
装
束
の
基
本
と
は
？

❖
十
二
単
を
着
せ
て
み
た
！

❖
紫
式
部（
女
房
）の
装
束

　
仕
事
着

　
日
常
着

　
夏
の
部
屋
着

❖
貴
人
女
性
の
装
束

❖
貴
人
男
性
の
装
束

❖
小
物

❖
女
児
・
男
児
の
装
束

紫式部の生涯と、
平安貴族の有職装束を知る
入門図鑑

❖
有
職
装
束
の
世
界

　
装
束
の
成
り
立
ち
と
仕
組
み

　
　
　
生
地
　
文
様
　
色
　
か
さ
ね
色
目

◇
コ
ラム

　
打
出

　
出
衣

　『
源
氏
物
語
』に
見
る
平
安
の
暮
ら
し

年
中
行
事

紫
式
部
関
係
年
表

参
考
文
献

※
紙
面
、目
次
は
製
作
中
の
た
め
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

目次

十じ
ゅ
う

二に

単ひ
と
え

（
女
に
ょ
う

房ぼ
う

装し
ょ
う

束ぞ
く

／
裳も

唐か
ら

衣ぎ
ぬ

）

寛
弘
七
（
一
〇
一
〇
）
年
、
紫
式
部
は
中
宮
彰
子
の
第
二

子
、
前
年
十
一
月
に
生
ま
れ
た
敦
良
親
王
の
五
十
日
祝
に

出
席
し
た
女
房
仲
間
の
襲
ね
色
目
を
説
明
。
同
日
記
の
中

で
、
先
輩
女
房
か
ら
「
セ
ン
ス
が
悪
い
」
と
指
摘
さ
れ
た

仲
間
を
毅
然
と
し
た
口
ぶ
り
で
か
ば
っ
て
い
る
。

現
代
語
訳

◉
解
説

小
大
輔
さ
ん
は
紅
の
単
の
上
に
紅こ
う

梅ば
い

が
さ
ね
の
袿う
ち
きを

濃
淡
と
り
混
ぜ
て
五
枚
、
そ
の
上
に
桜
の
唐
衣
、
源

式
部
さ
ん
は
、
濃
い
紅
の
袿
五
枚
を
重
ね
た
上
に
紅

梅
が
さ
ね
の
綾
の
表
着
を
着
て
お
り
ま
し
た
。

※
1

建
礼
門
院
徳
子

平
清
盛
の
娘
で
安
徳
天
皇
の
母
。
平
家

の
栄
枯
盛
衰
に
自
ら
の
運
命
を
翻
弄
さ

れ
た
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
。「
と
く
こ
」「
の

り
こ
」
と
も
。

※
2

襲
ね
色
目

着
物
の
表
地
と
裏
地
の
配
色
、
ま
た
は

単
と
五
衣
の
配
色
。
代
表
的
な
も
の
で

五
十
〜
六
十
種
類
に
も
及
ぶ
。

小こ

大た
い

輔ふ

は
紅

く
れ
な
ゐ

一
か
さ
ね
。上
に
紅こ

う

梅ば
い

の

濃
き
薄
き
、五
つ
を
重
ね
た
り
。唐か

ら

衣ぎ
ぬ

、桜
。

源げ
ん

式し
き

部ぶ

は
、濃
き
に
、

ま
た
紅
梅
の
綾あ

や

ぞ
き
て
侍は

べ

る
め
り
し
。

朝
廷
に
出
仕
す
る
女
房
の
装
い

何
枚
も
の
袿う

ち
きを
重
ね
た
上
に
唐
衣
を
羽

織
り
裳
を
つ
け
た
十
二
単
は
、
紫
式
部
を

は
じ
め
と
し
た
女
房
階
級
の
正
装
で
す
。

俗
に
十
二
単
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
古
い
記

録
に
そ
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
二
単

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
の
は
『
平
家
物

語
』
で
建け

ん

礼れ
い

門も
ん

院い
ん

徳と
く

子し

（
※
1
）
が
壇
ノ
浦

に
身
を
投
げ
る
シ
ー
ン
で
「
藤
が
さ
ね
の

十
二
単
で
あ
っ
た
」
と
、
そ
の
名
称
が
記

さ
れ
た
の
が
初
め
て
で
す
。
こ
の
本
で
は
、

そ
の
呼
び
方
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
十
二
単
」
と
呼
び
ま
す
。

十
二
単
は
、
ま
ず
小
袖
を
着
て
襪

し
と
う
ず

（
五
十
七
頁
）
を
つ
け
、
長
袴
（
三
十
頁
）

を
は
き
、
単
（
三
十
二
頁
）
を
着
ま
す
。

次
に
袿
を
五
枚
重
ね
た
五
衣
（
三
十
四
頁
）、

打
衣
（
三
十
四
頁
）、
表
着
（
三
十
六
頁
）、

唐
衣
（
三
十
六
頁
）
を
は
お
り
ま
す
。
最

後
に
裳
（
四
十
頁
）
を
つ
け
て
檜
扇
（
四
十
二

頁
）
を
手
に
し
て
完
成
で
す
（
二
十
〜

二
十
四
頁
参
照
）。
女
房
た
ち
は
季
節
や
祝

い
な
ど
に
応
じ
て
、
単
と
五
衣
の
色
の
組

み
合
わ
せ
に
心
を
く
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
襲
ね
色
目
（
※
2
）
は
、
着
る
人
の
身

分
・
教
養
・
セ
ン
ス
を
表
す
も
の
で
し
た
。

◆『
紫
式
部
日
記
』―
―
敦あ
つ

良な
が

親
王
の
五い

十か

日の

祝い
わ
いよ
り
。

女
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職
装
束
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光
君
へ
の
想
い
を
断
ち
切
れ
ず
思
い
悩
む
六
条
御
息
所
は
、

若
い
女
房
た
ち
に
勧
め
ら
れ
て
気
晴
ら
し
に
葵
祭
り
へ
。

牛
車
か
ら
見
え
る
襲
ね
色
目
の
袖
口
で
高
貴
な
人
々
が
お

忍
び
で
や
っ
て
き
た
と
わ
か
り
、
敵
対
す
る
葵
上
の
従
者

た
ち
と
争
い
が
起
こ
る
有
名
な
「
車
争
い
」
の
シ
ー
ン
。

現
代
語
訳

◉
解
説

牛
車
の
前
後
に
垂
れ
る
下
簾
も
趣
味
が
よ
く
、
下
簾

の
端
か
ら
少
し
見
え
る
乗
り
手
の
袖
口
、
裳
の
裾
や

汗
衫
（
※
3
）
な
ど
も
、
色
合
い
が
う
つ
く
し
い
。

そ
ん
な
ふ
う
に
、
わ
ざ
と
人
目
を
避
け
た
お
忍
び
で

あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
車
が
二
台
あ
る
。

※
1

大
宮
人

宮
中
に
仕
え
る
役
人
。
殿
上
人
。

※
2

下
簾

牛
車
の
前
後
の
簾
の
内
に
懸
け
て
外
部

に
垂
ら
す
絹
布
。

※
3

汗
衫

宮
廷
に
仕
え
る
童
女
が
上
着
の
上
に
着

た
正
装
用
の
装
束
。

（
中
略
）
下
簾
の
様
な
ど
よ
し
ば
め
る
に
、

い
た
う
引
き
入
り
て
ほ
の
か
な
る
袖
口
、

裳
の
裾
、か
ざ
み
な
ど
、物
の
色
い
と
清
ら
に
て
、

こ
と
さ
ら
に
や
つ
れ
た
る
気
配
し
る
く

見
ゆ
る
車
二
つ
あ
り
。

か
さ
ね
色
目
で
勝
負
す
る

五
枚
重
ね
の
袿

単
の
上
に
は
五
衣
を
ま
と
い
ま
す
。
五

衣
を
語
る
上
で
外
せ
な
い
の
は
、
五
十
〜

六
十
種
も
あ
る
単
と
の
色
の
組
み
合
わ
せ

「
か
さ
ね
色
目
」（
一
四
二
頁
）
で
す
。
平

安
の
大お

お

宮み
や

人び
と

（
※
1
）
は
四
季
を
通
し
て
移

り
変
わ
る
自
然
を
愛
で
、
重
な
り
合
う
衣

の
色
に
託
し
ま
し
た
。

写
真
の
五
衣
の
か
さ
ね
色
目
は
「
紅こ

う

梅ば
い
の

匂に
お
い」。

体
に
近
い
方
か
ら
順
に
薄
く
な

る
紅
梅
色
の
濃
淡
が
美
し
く
、
こ
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
を
「
匂
い
」
と
表
現
し
ま
す
。

ま
た
、
五
衣
の
衣
と
は
「
袿う

ち
き」
の
こ
と

で
、
袿
と
は
「
ち
ょ
っ
と
着
る
も
の
・
は

お
る
も
の
」
と
い
う
意
味
で
す
。
平
安
後

期
に
成
立
し
た
『
栄
花
物
語
』
を
読
む
と
、

袿
を
二
十
枚
も
重
ね
る
女
房
が
い
て
、
時

の
関
白
・
藤
原
頼
道
が
父
で
あ
る
道
長
に

監
督
不
行
届
を
た
し
な
め
ら
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
女
房
た
ち
が
た
く
さ
ん
重

ね
て
い
た
袿
を
道
長
が
五
枚
と
定
め
た
こ

と
で
「
五
衣
」
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
か
さ
ね
色
目
は
十
二
単
に
限
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
男
性
貴
族
が
着
用
す

る
装
束
「
狩か

り

衣ぎ
ぬ

」
で
も
、
そ
の
色
目
の
美

し
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

◆『
源
氏
物
語
』―
―
葵
よ
り

五い
つ
つ

衣ぎ

ぬ

女
性
の
有
職
装
束
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